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大祭司は皆、人々の中から選ばれ、罪のための供え物やいけにえを献げるよう、人々の

ために神に仕える務めに任命されています。この大祭司は、自分も弱さを身に負っている

ので、無知な迷っている人々を思いやることができるのです。また、その弱さのゆえに、

民のためだけでなく、自分のためにも、罪のための供え物を献げねばなりません。また、

この光栄ある務めは、誰も自分で得るのではなく、アロンのように神に召されて受けるの

です。同じようにキリストも、大祭司となるという栄誉をご自分で得たのではなく、こう

言われた方がお与えになったのです。「あなたは私の子 / 私は今日、あなたを生んだ 。」

また、他の箇所で、こう言われています。「あなたこそ永遠に / メルキゼデクに連なる祭

司である 。」 キリストは、人として生きておられたとき、深く嘆き、涙を流しながら、自

分を死から救うことのできる方に、祈りと願いとを献げ、その畏れ敬う態度のゆえに聞き

入れられました。キリストは御子であるにもかかわらず、多くの苦しみを通して従順を学

ばれました。そして、完全な者とされ、ご自分に従うすべての人々にとって、永遠の救い

の源となり、神によって、メルキゼデクに連なる大祭司と呼ばれたのです。（ヘブライ

5:1 ～ 10） 

 

大祭司は、人々の罪を贖うために供え物やいけにえを神に献げ、祭司の最高位の務めに

任命されている者である。大祭司は人間の中から選ばれているから、自分自身も弱さを身

に負っているので、無知な人、迷っている人を思いやることができる人である。だから、

自らの弱さのゆえに、民のためだけでなく、自分自身のためにも、罪の贖いのために供え

物を献げなければならない。この光栄ある大祭司の務めは自分で得たのではなく、初代の

大祭司であったアロンのように、神から召されて受けるのである。大祭司は人間の中から

選ばれるが、神からの召命を受けて、人間の罪を贖う光栄ある儀式を司るのである。キリ

ストも、大祭司となるという栄誉を自分で得たのではなく、「あなたは私の子 / 私は今日、

あなたを生んだ」と言われた父なる神がお与えになったのである。「また、他の個所で、

こう言われています。『あなたこそ永遠に / メルキゼデクに連なる祭司である 』」 と書か

れている。これは、詩編 110 編 4 節 b の 「『 あなたは、メルキゼデクに連なる / とこしえ

の祭司 』」 からの引用である。メルキゼデクは、創世記14章 18節に「サレムの王メルキゼ

デクがパンとぶどう酒を持って来た。彼はいと高き神の祭司であった」と書かれていて、

突然登場し、アブラムから戦利品の10分の 1 を贈られている。旧約聖書では、メルキゼデ

クは永遠の祭司として位置づけられている。ヘブライ書の著者は、メルキゼデクについて

7 章で詳しく論じているが、キリストをメルキゼデクに連なる永遠の祭司と見なし、キリ

ストは人間の罪を神に執り成す大祭司であると告白している。この大祭司キリストは、

「人として生きておられたとき、深く嘆き、涙を流しながら、自分を死から救うことので

きる方に、祈りと願いとをささげ、その畏れ敬う態度のゆえに聞き入れられました 。」 キ

リストは御子であるにもかかわらず、人間となり、深い嘆きの中から祈りと願いを捧げ、

多くの苦しみを通して従順を学ばれた。死から救うことのできる神に、キリストの従順が

顧みられ、完全な者とされた。だから、キリストに従う全ての人々にとって、永遠の救い

の源となられたのである。キリストは、メルキゼデクに連なる大祭司となり、私たちを神

に執り成してくださっている。 

 


